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第 章    岩倉市の男女共同参画にかかる現状 

 

 

 

１ 統計データからみた市の現状 

（１）人口の状況  

① 人口の推移 

人口の推移をみると、総人口は平成 27年より増加しており、令和２年で 48,034

人となっています。また、年齢３区分別人口構成の推移をみると、0～14歳は減少し

ているのに対し、65 歳以上は増加しており、総人口における 65 歳以上の人口が占

める割合を示す高齢化率は令和２年で 25.4%となっています。 

 

人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 17～27年は国勢調査、令和２年は住民基本台帳（10 月 1日現在） 

※年齢不詳は除外。 

 

 

 

 

  

資料：国勢調査、住民基本台帳（令和２年10月１日現在）
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② 男女構成比 

人口の男女構成比をみると、平成 17 年以降、わずかに男性の割合が女性の割合を

下回っていましたが、令和２年では、男性が 50.1%、女性が 49.9%と男性の割合が

女性の割合を上回っています。 

年代別にみると、50代までは男性の割合が高く、60代以降は女性の割合が高くな

っています。 

 

男女構成比推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 17 年～平成 27年は国勢調査、令和２年は住民基本台帳（10 月 1日現在） 

※年齢不詳は除外 

 

 

年代別男女構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（令和２年 10月 1日現在） 

資料：国勢調査、住民基本台帳（令和２年10月１日現在）
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③ 国籍別の外国籍市民の人口の推移 

外国籍市民の人口の推移をみると、平成 28年度以降増加傾向にあり、令和２年度

で２,６９０人となっています。また、総人口に占める外国籍市民の割合は、令和２年

度で５.６％となっています。 

令和２年度の国籍別の人口をみると、最も多いのがブラジル国籍 1,203人で、次

いでフィリピン国籍 335人、ベトナム国籍 314人となっています。 

  

資料：住民基本台帳（各年度 4月 1日現在） 

(人） (％） 

2,690 

2,509 

2,355 
2,283 

2,118 
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（２）就業の状況  

① 女性の年齢別就業率の推移 

女性の年齢別就業率は、出産・育児期に落ち込み、再び増加する M字カーブを描い

ています。落ち込みの大きい 30～39歳の就業率は平成 22年に比べ平成 27年でわ

ずかに上昇し、近年ではＭ字カーブは緩やかになっています。 

 

女性の年齢別就業率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

② 女性の年齢別就業率の推移（県比較） 

本市の平成 27 年の女性の年齢別就業率を全国、愛知県と比較すると、多くの年代

で全国、愛知県より低くなっています。特に 30歳代において、全国、愛知県より就

業率が低くなっています。 

女性の年齢別就業率の推移 
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（３）女性の参画状況  

① 審議会等における女性委員比率の推移 

審議会等における女性委員比率の推移をみると、平成３０年以降、増加傾向にあり、

令和２年度で３１.９３％となっています。また、県内市町村と比較すると、平成 29

年度以降高くなっています。 

 

審議会等における女性委員比率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：あいちの男女共同参画（各年度４月１日現在） 
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（４）ＤＶに関する相談件数の推移  

ＤＶに関する相談件数の推移をみると、平成 27 年度以降減少傾向にあり、令和元

年度では、１５件となっています。 

 

ＤＶに関する相談件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料 

 

（５）高齢者単身世帯数（年齢・性別）  

高齢者単身世帯数（年齢・男女別）をみると、男性では 65～69歳で 286世帯と

最も多く、次いで 70～74 歳で 193 世帯となっています。女性では 75～79 歳で

331世帯と最も多く、次いで 70～74歳で 311世帯となっています。 

 

高齢者単身世帯数（年齢・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年国勢調査 
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（６）その他  

① ひとり親世帯数の推移 

ひとり親世帯数の推移をみると、父子家庭は、平成２年から平成 12 年は増減を繰

り返していましたが、平成 17 年以降は横ばいで推移しており、平成 27 年は 29 世

帯となっています。母子家庭は、増減を繰り返しており、平成 27 年で 221 世帯と

なっています。 

 

ひとり親世帯数の推移 

〈父子家庭〉 
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資料：国勢調査 
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２ 市民意識調査アンケート結果概要 

（１）アンケート調査の概要 

①調査の目的 

市民の皆様のお考えやご意見を把握し、「岩倉市男女共同参画基本計画 2021-2030」策

定の基礎資料として活用するため、アンケート調査を実施しました。 

②調査の対象 

岩倉市在住の満 18歳以上の方、2,000人を無作為抽出 

③調査期間 

2020年（令和２年）８月 13日から 2020年（令和２年）９月４日まで 

④調査方法 

郵送による配布・回収 

⑤回収状況 

 

配布数 有効回答数 有効回答率 

2,000通 496通 24.8％ 
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（２）アンケート調査結果 

①男女共同参画意識について  

 男女の平等感について 

『Ｅ 政治の場』『Ｇ しきたり・慣習』『Ｈ 社会全体として』で「男性の方が非

常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた

“男性優遇”の割合が高く、７割を超えています。 

また、『Ｃ 学校教育の場』で「平等である」の割合が高く、約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 496

A 　家庭生活

B 　職場

C 　学校教育の場

D 　地域活動の場

E 　政治の場

F 　法律や制度の上

G 　しきたり・慣習

H 　社会全体として
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2.0
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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②多様なライフスタイルについて  

ア 生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度（希望） 

「『仕事』と『家庭生活』をともに優先したい」の割合が 31.0％と最も高く、次い

で「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』を両立したい」の割合が 23.4％、

「『家庭生活』を優先したい」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 50代、60代、女性の 30代で「『仕事』と『家

庭生活』をともに優先したい」の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 496 2.2 18.5 2.6 31.0 3.2 12.5 23.4
0.6

4.4 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 「家庭」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を両立したい その他

わからない 無回答

回答者数 =

男性　10・20代 19

　　　　30代 19

　　　　40代 38

　　　　50代 45

　　　　60代 34

　　　　70代以上 49

女性　10・20代 20

　　　　30代 34

　　　　40代 61

　　　　50代 63

　　　　60代 35

　　　　70代以上 71
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13.3

20.6
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15.0

17.6

29.5

38.1

25.7
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2.9
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イ 生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度（現状） 

「『家庭生活』を優先している」の割合が 32.5％と最も高く、次いで「『仕事』と

『家庭生活』をともに優先している」の割合が 23.6％、「『仕事』を優先している」の

割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30代、50代、60代で「『家庭生活』を優先し

ている」の割合が高く、約５割となっています。また、男性の 50 代で「『仕事』を優先

している」の割合が高く、４割半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 =

　 496 16.7 32.5 4.2 23.6 2.8 7.5 6.5
0.8

3.6 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先している 「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している 「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 「家庭」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を両立している その他

わからない 無回答

回答者数 =

男性　10・20代 19

　　　　30代 19

　　　　40代 38

　　　　50代 45

　　　　60代 34

　　　　70代以上 49

女性　10・20代 20

　　　　30代 34

　　　　40代 61

　　　　50代 63

　　　　60代 35

　　　　70代以上 71

26.3

36.8

36.8

44.4

20.6

4.1

25.0

23.5

9.8

9.5

5.7

1.4

10.5

10.5

15.8

13.3

23.5

26.5

10.0

47.1

41.0

47.6

51.4

40.8

15.8

5.3

8.2

20.0

2.9

1.6

2.9

5.6

15.8

26.3

42.1

33.3

41.2

20.4

15.0

17.6

31.1

27.0

11.4

5.6

15.8

10.5

2.2

2.0

15.0

6.6

2.6

2.2

5.9

10.2

5.0

2.9

1.6

1.6

20.0

23.9

10.5

5.3

4.4

5.9

10.2

2.9

8.2

12.7

5.7

4.2

5.3

5.3

2.0

1.4

2.9

4.1

10.0

2.9

1.6

2.9

14.1

2.6

12.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ウ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について 

【愛知県調査・全国調査との比較】 

愛知県調査と比較すると、愛知県に比べ、「賛成する」と「どちらかといえば賛成す

る」をあわせた“賛成する”の割合が低くなっています。 

全国調査と比較すると、国に比べ、“賛成する”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

岩倉市調査 496

愛知県調査 1,220

全国調査 2,645

5.6

5.5

7.5

22.8

35.2

27.5

29.8

31.6

36.6

25.6

19.0

23.2

15.7

6.4

5.2

0.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成する どちらかといえば賛成する

どちらかといえば反対する 反対する

わからない 無回答
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エ 女性の働き方についての考え方 

【愛知県調査・全国調査との比較】 

愛知県調査と比較すると、愛知県に比べ、大きな差異はみられません。 

全国調査と比較すると、国に比べ、「子どもができても、ずっと職業をもち続ける方

がよい」割合が低く、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ

方がよい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

岩倉市調査 496

愛知県調査 1,220

全国調査 2,645

0.6

0.4

3.9

1.4

3.9

4.8

4.2

7.6

6.5

45.6

43.5

61.0

27.2

32.0

20.3

9.9

4.4

1.7

8.9

3.9

1.7

2.2

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性は職業をもたない方がよい

結婚するまでは職業をもつ方がよい

子どもができるまでは職業をもつ方がよい

子どもができても、ずっと職業をもち続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい

その他

わからない

無回答
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オ 出産後も、同じ職場に復職し、働き続けるために、家庭・社会・職場に

おいて必要なこと 

「保育園や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」の割合が

65.5％と最も高く、次いで「職場における育児・介護との両立支援制度の充実」の割

合が 36.9％、「男性の家事参加への理解・意識改革」の割合が 29.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 496 ％

保育園や放課後児童クラブなど、子どもを
預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解・
意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた
働き方改革

職場における育児・介護との両立支援制度の
充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした
昇進などへの不利益な取り扱いの禁止

その他

特にない

わからない

無回答

65.5

16.9

15.9

29.6

27.6

9.9

20.0

36.9

25.0

15.1

1.2

0.4

3.0

2.6

0 20 40 60 80 100
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③地域社会における男女共同参画について  

ア 町内会等において女性が活躍するために必要なこと 

「女性参画推進の観点からの町内会等業務の見直し」の割合が30.4％と最も高く、

次いで「わからない」の割合が 24.0％、「意識醸成や具体的な取組に向けた実践的な

研修や事例紹介」の割合が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 496 16.9 7.9 4.8 30.4 9.1 5.0 24.0 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意識醸成や具体的な取組に向けた実践的な研修や事例紹介

女性リーダーなどの人材の育成

女性人材育成プロセスの推進

女性参画推進の観点からの町内会等業務の見直し

市における女性参画目標の設定

その他

わからない

無回答
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イ 男女共同参画社会の実現に向け、今後力を入れていくべき施策の分野に

ついて 

「仕事と家庭が両立できる環境の整備（ワークライフバランスの普及）」の割合が

45.6％と最も高く、次いで「高齢者の暮らしの支援」の割合が 32.5％、「多様なニー

ズに対応した子育ての支援」の割合が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 496 ％

男女共同参画社会に対する啓発活動の

実施

生涯を通じ学習する機会の提供、

市民活動への支援

女性・子ども・高齢者等に対する暴力

（DV、虐待）の根絶

人権に関する教育や啓発

多様なニーズに対応した子育ての支援

高齢者の暮らしの支援

生涯を通じた男女の健康づくりの支援

ひとり親家庭、障がい者のいる家庭などへの

支援体制の整備

雇用対策の充実、就業の支援、人材育成や

能力開発の支援

男女の均等な雇用機会と待遇の確保

仕事と家庭が両立できる環境の整備

（ワークライフバランスの普及）

審議会などへの女性の参画の拡大、

女性の人材育成など

市民活動の活性化、地域コミュニティ活動の

充実支援

地域リーダーの養成、ネットワークづくり

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

14.9

18.8

14.3

7.3

29.6

32.5

12.7

19.4

17.7

17.1

45.6

5.4

11.3

5.8

1.6

1.2

4.4

1.0

0 20 40 60 80 100
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④あらゆる暴力の防止について  

ア 配偶者や交際相手からどのような行為を受けた経験があるか 

「今までなかった」の割合が 79.4％と最も高く、次いで「大声でどなられたり、暴

言を吐かれたりした」の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 496 ％

今までなかった

命の危険を感じるくらいの暴力を
受けた

医師の治療が必要となる程度の
暴力を受けた

いやがっているのに性的な行為を
強要された

見たくないのに、ポルノビデオや
ポルノ雑誌を見せられた

何を言っても無視され続けた

交友関係や電話を細かく監視された

「だれのおかげで生活できるんだ」
「かいしょうなし」などと言われた

大声でどなられたり、暴言を吐かれ
たりした

生活費をわたさないなど、経済的に
おさえつけられた

無回答

79.4

1.4

1.6

2.4

0.2

2.8

3.2

4.2

11.1

3.2

5.2

0 20 40 60 80 100
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イ 暴力等の相談状況 

「友人・知人に相談した」の割合が 46.1％と最も高く、次いで「だれにも相談しな

かった」の割合が 34.2％、「家族に相談した」の割合が 31.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 76 ％

家族に相談した

友人・知人に相談した

行政機関に相談した

警察に連絡・相談した

弁護士に相談した

医師に相談した

民間のカウンセリングルームに
相談した

その他

だれにも相談しなかった

無回答

31.6

46.1

2.6

2.6

6.6

2.6

1.3

3.9

34.2

2.6

0 20 40 60 80 100
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ウ 相談窓口の認知度 

「知っている」の割合が 49.2％、「知らない」の割合が 48.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【愛知県調査との比較】 

愛知県調査と比較すると、愛知県に比べ、「知っている」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

　 496 49.2 48.2 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

岩倉市調査 496

愛知県調査 1,220

49.2

57.3

48.2

39.9

2.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤性的少数者について  

ア 性的少数者についての用語等の認知度 

「性的少数者を表す言葉のうち、「ＬＧＢＴ」というものがあること」の割合が

69.2％と最も高く、次いで「本人が、公にしていなかった性的指向や性自認を表明す

ることを「カミングアウト」と呼ぶこと」の割合が 65.5％、「性的少数者が雇用や健

康、家族形態など、様々な面で困難な状況にあること」の割合が 53.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 496 ％

性的少数者を表す言葉のうち、「ＬＧＢＴ」という

ものがあること

性的少数者を表す言葉のうち、「ＳＯＧＩ」という
ものがあること

本人が、公にしていなかった性的指向や性自認
を表明することを「カミングアウト」と呼ぶこと

本人の了承なく、性的指向や性自認を暴露する

ことを「アウティング」と呼ぶこと

性的少数者が雇用や健康、家族形態など、
様々な面で困難な状況にあること

１つも知らなかった

無回答

69.2

8.5

65.5

8.7

53.8

14.7

2.4

0 20 40 60 80 100


